３　条里制と代（傾）
標準地積名　　　　　　ひるがえって上古大化改新前から、別に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しろ),代)」または「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しろ),傾)」の字をもってあらわされた標準地積名があり、条里制がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),布)かれてからもこれと併用されて今日もその片影がのこっている。「日本書記」に見えるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みこしろ),御子代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みなしろ),御名代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みとしろ),御年代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なわしろ),苗代)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しろ),代)に同じく、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てん),佃)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),種)（領主負担の田に種をまくこと）すべきために開墾した土地をいったもので、すなわちEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうらい),高麗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ざし),尺)の方６尺を１歩とし、その５歩を１代とする。５代２５歩の地は、大化改新後まもない大宝・和銅の３６歩の地に同じく、５０代２５０歩の地は大宝・和銅の１段すなわち３６０歩の地に同じく、５００代２,５００歩の地は大宝・和銅の１町すなわち３,６００歩の地に同じである。田制篇に、代という名称は、上古から起こって長いあいだ見聞していたために町・段の制を定めて以来、近世にいたるまでなおこの呼称が残り、あるいは音を以ってよび「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(だい),代)」ともいった。その歩積は、和銅以後の制では１代は７歩２分（上古の５歩）１０代は７２歩（上古の５０歩）、５０代は１段、１００代は２段、５００代は１町である。
田制の改名　　　　　　天正（１５７３－１５９１）に田制を改め、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○),300)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),歩)をもってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),1)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),段)とした後も、なお播磨国（兵庫県）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しそう),宍粟)あたりでは代の名称が残り、土佐国（高知県）高知あたりでは検地竿一間４方の地を１坪といい、また１歩ともいった。その１歩の半を勺といい、４分の１を才といい、１歩を６箇所合わせたものを１代といい、１代を１０箇合わせて１０代という。１０代を５箇合わせたものを１反とし、１０反を１町とした。（国史大辞典シロ）

県内の御名代　　　　　羽合条里遺構の南縁、長江の地にも「沖代久・東代久・代久」の小字名がのこっており、苗床田をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なわしろ),苗代)と一般に通称しているのも古くからの習慣であり、仁徳天皇のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぎょう),御宇)に設けられたというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おおくさかべ),大日下部)・若日下部などもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みなしろ),御名代)とよんでいる。鳥取県内の東・中・西の３ヵ所に配在する「日下」という地名も、やはりこの時代の御名代、すなわち皇子女の御領地で、御名代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(べ),部)というのは、その耕作者民のことであろう。
地積名の変遷　　　　　要するに大化改新前後からとなえられた「代」単位の地積名が坪（町）歩単位の名称に変わり、天正のころから現在の町反畝歩の３０進１０進の単位制に変更されたのである。羽合条里制遺構は往古の町・歩単位で地取りされたもので、その以前の「代」制時代の様子ははっきりしないというものである。

　　　　　　　　　　　そうして、以上の条里制遺構一般論から羽合町条里遺構をながめると、中央の基準とはよほど異なったところのあることに気づくのである。
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